
4 「交 い の 国」チャレンジ
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 1 地域をむすぶ幹線道路網の整備
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
7

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

地域間の連携を図るためには、より速く、より便利な移動を可能にする道路網の整備

が重要です。

このため、中央自動車道や中部横断自動車道をはじめとする高速交通網の整備や県境

付近の渋滞解消を促進します。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 中部横断自動車道の整備促進 P.62 県 土 整 備 部

○ 中部横断自動車道沿線地域活性化への支援 P.62 企画県民部�
産 業 労 働 部

○ 中央自動車道の6車線化の促進 P.63 県 土 整 備 部

○ 東富士五湖道路と新東名高速道路の接続の促進 P.63 県 土 整 備 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 54,510百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 19,521百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 19,521百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

生活幹線道路の新規供用延長（行
動計画期間中の累計）

－
17.9㎞

（H26）

3.6㎞

（H23）
20.1



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

地域をむすぶ幹線道路網の整備 ―62―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1中部横断自動
車道の整備促
進

道路橋りょう総務費 中部横断自動車道の整備が円滑に進められるよう、

国や中日本高速道路（株）から用地買収に関する業務を

受託し、用地の確保を進めた。また、中部日本横断自

動車道整備促進期成同盟会等を通じて、国や中日本高

速道路（株）などの関係機関に対する要望活動を行った。

（ 326,062）

119,928

【高速道路推進室】
［ 206,134］

これにより、建設に向けての用地確保が前進し、国

の予算が増額となるなど整備促進に寄与した。

・用地の確保

買収面積1,115千㎡（累計）進捗率93％

平成24年3月末現在

・関係機関への要望活動 6回

2中部横断道沿
線地域活性化
への支援

企 画 総 務 費 中部横断自動車道の開通を地域活性化に結びつける

ため、地域特性を踏まえた地域活性化策を計画的に支

援した。

これにより、地域が主体となったプロジェクト推進

協議会等において、プロジェクトの推進が図られた。

（ 2,530）

2,416

【企 画 課】

【商業振興金融課】
商 工 振 興 費

（ 200） ・地域活性化リーディング�プロジェクトへの支援

プロジェクト推進協議会等への運営支援 4件

リーディング�プロジェクトに対する助成 2件

中部横断道沿線地域活性化構想推進協議会の開催

平成24年3月

・物流対策研究会の開催 2回

152

3新山梨環状道
路の整備

道路橋りょう総務費 甲府市内に集中する交通を分散し、交通渋滞に伴う

経済的な損失や環境への負荷を軽減するため、国との

連携を図り、新山梨環状道路の整備着手に必要な手続

きを進めた。

これにより、北部、東部区間とも平成24年度内に

都市計画決定となる見通しとなった。

（ 67,944）

【道路整備課】

【高速道路推進室】

43,303

［ 24,641］

・北部、東部区間の環境影響評価、都市計画法手続き

環境影響評価準備書及び都市計画案の公告�縦覧

4西関東連絡道
路の整備推進

道路橋りょう建設費 西関東連絡道路において山梨市に位置する万力ラン

プ以北の建設を推進した。

これにより、本県と北関東地方との連絡が強化され

本県経済の発展や観光振興に寄与した。

（ 3,479,722）

【道路整備課】
2,412,274

［ 1,067,448］

・西関東連絡道路の一部をなす甲府山梨道路Ⅱ期区間

の整備

トンネル工事、道路改良工事 延長3.9㎞



（予算科目 単位

‥

千円）

地域をむすぶ幹線道路網の整備―63―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

5生活幹線道路
ネットワーク
の整備推進

道路橋りょう建設費 地域間相互の交通円滑化を図るとともに、高速道路

をはじめとする基幹的な道路へのアクセス性向上、災

害時における緊急避難路としての機能強化などを目的

として、計画的に国道や県道の整備を推進した。

これにより、地域間の連携�緊急避難路の確保が図

られた。

（ 18,622,345）

14,181,413

【道路整備課】
［ 4,440,932］

道路橋りょう整備費

（ 3,660,137） ・国道、県道の整備

茅野北杜韮崎線 外3路線4箇所 延長3.6㎞2,760,421

［ 899,716］

6中央自動車道
の6車線化の
促進

道路橋りょう総務費 小仏トンネル付近の渋滞解消を図るため、上野原Ｉ

Ｃから八王子ＪＣＴまでの6車線化の実現に向けて、

山梨県高速道路整備促進期成同盟会等を通じ、国や関

係機関に対し要望活動を行った。

これにより、国土交通省にて平成24年度より、小

仏トンネルを含む首都圏の渋滞対策について本格的な

調査を開始することとなった。

（ 500）

500

【高速道路推進室】

・山梨県高速道路整備促進期成同盟会等を通じた要望

活動の実施 4回

7東富士五湖道
路と新東名高
速道路の接続
の促進

東富士五湖道路と新東名高速道路を結ぶ国道138号

御殿場バイパス等の早期完成を促進するため、東名�
中央連絡道路建設促進期成同盟会等と連携して、国や

関係機関に対し要望活動を行った。また、静岡県、国

土交通省甲府河川国道事務所、静岡国道事務所及び沼

津河川国道事務所と連絡会を開催し、整備を進めるこ

とを促した。

これにより、平成23年度末より用地買収に着手と

なり、事業の推進に寄与した。

【高速道路推進室】

・東名�中央連絡道路建設促進期成同盟会等と連携し

た要望活動の実施 3回



地域をむすぶ幹線道路網の整備 ―64―
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 2 公共交通の利便性向上の促進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

地域の経済、産業、社会に大きなプラス効果をもたらすリニア中央新幹線の早期実現

に向けて積極的に取り組むとともに、リニア開業後の本県全体の活性化方策について検

討します。

また、時代の変化に対応した公共交通の活性化に取り組みます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ リニア中央新幹線の早期実現 P.66 リニア交通局

○ 山梨リニア実験線の早期完成�活用 P.66 リニア交通局

○ リニア影響調査（第2次）の実施 P.67 リニア交通局

○ リニア交通局の設置 P.67 リニア交通局

○ パークアンドライドの推進 P.68 リニア交通局

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 780百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 191百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 191百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

リニア見学センター入館者数（累
計）

1,667,387人

（H22）

2,050,000人

（H26）

1,749,680人

（H23）
21.5

市町村が運行するバス路線数
94路線

（H22）

114路線

（H26）

116路線

（H23）
110.0



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進 ―66―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1リニア中央新
幹線の早期実
現

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の早期実現を目指し、関係団体等

との調整を進めるとともに、リニア開業における課題

解決に向けて庁内検討を進めた。

これにより、整備計画路線に格上げされ、早期実現

に向け大きな前進が図られた。

（ 72,131）

45,199

【リニア推進課】
［ 26,290］

・関係団体等との調整

ＪＲ東海、関係都府県等との打合せ

・許認可事務に係る課題整理、合理化�迅速化の実施

関係都府県等との打合せ

・リニア見学センター等を活用した普及�啓発活動の

実施

山梨リニアファンクラブ会員の募集

新規会員205人増

観光物産展、キャンペーンでのＰＲ活動の実施

リニア見学センターの管理運営及びリニューアル

の検討

2リニア中央新幹線
建設促進山梨県期
成同盟会への支援

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の早期実現に向け、リニア中央新

幹線建設促進山梨県期成同盟会が行う要望活動や普及�
啓発活動を支援した。

これにより、整備計画路線に格上げされるとともに、

県内の中間駅の位置や、建設費用の負担などの課題に

一定の方向が示され、大きな前進が図られた。

（ 6,293）

6,293

【リニア推進課】

・陳情�要望活動の支援

国への要望 2回 平成23年4月、11月

・広報�啓発活動の支援

ラジオＣＭ、県民の日への出展

3山梨リニア実
験線の早期完
成�活用

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の早期実現を目指し、将来営業線

の一部となるリニア実験線の建設を促進するとともに、

県民世論の醸成に向けて、完成後のリニア実験線を活

用した営業線仕様での試乗会再開に向けて取り組んだ。

これにより、平成25年中にリニア実験線の走行試

験が再開される見込みとなった。

（ 14,600）

3,674

【リニア推進課】
［ 9,000］

・リニア実験線建設の促進

関連公共事業の実施 上野原市林道 金波美線

・試乗会の再開に向けた要望活動

国への要望 2回 平成23年4月、11月



（予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進―67―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4リニア活用基
本構想の策定

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の開業を見据え、そのメリットを

最大限活用するため、基盤整備の方向や県全体の活性

化方策など、リニアを活用した県土づくりの基本的指

針となるリニア活用基本構想の策定を進めた。

（ 13,818）

【リニア推進課】
4,784

［ 8,751］

・リニア影響調査（第2次）の実施

・リニア活用推進懇話会の開催 3回

5リニア交通局
の設置

リニア中央新幹線の開業を見据えた関連施策及び公

共交通の活性化などを総合的に実行するため、リニア

交通局を設置し、施策�事業を推進した。

これにより、リニア関連業務と総合的な交通政策の

推進に寄与した。

【リニア推進課】

・「リニア交通局」の設置 平成23年4月

・リニア中央新幹線関連施策、公共交通活性化関連施

策の検討

6中央東線の高
速化及び利便
性向上の促進

交通安全推進費 中央東線の高速化や利便性を向上させるため、沿線

都県と連携する中、中央東線高速化促進広域期成同盟

会等を通じて、世論を喚起するとともに、国やＪＲ東

日本等に対する要望活動を行った。

これにより、平成24年3月のダイヤ改正において、

一部特急列車の到達時間の短縮や立川駅での乗継ぎ改

善などが図られた。

（ 200）

200

【交通政策課】

・中央東線高速化促進広域期成同盟会総会の開催

平成23年8月

・ＪＲ東日本八王子支社との協議 4回

・国、ＪＲ東日本への要望活動 平成23年11月

7中央線特急定
期券の導入

企 画 総 務 費 中央線の利便性向上を図るため、ＪＲ東日本八王子

支社との間で協議の場をつくり、中央線通勤�通学用

特急定期券の導入についての検討を始めた。

（ 6,300）

【交通政策課】
6,300

・ＪＲ東日本八王子支社との協議 4回

・ＪＲ東日本への要望活動 平成23年11月



（予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進 ―68―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

8地域の日常生活を
支えるバスネット
ワークの確保

交通安全推進費 地域における日常の移動手段を確保し、県民の交通

利便性を向上するため、路線バスの運行支援などを行

うとともに、地域公共交通の活性化に向け、関係者に

よる検討会を立ち上げ、検討を始めた。

これにより、広域幹線バス路線の確保と、市町村が

運行するコミュニティバス、デマンド交通の定着が図

られた。

（ 124,091）

124,049

【交通政策課】

・広域幹線バス路線の確保維持のための支援

27系統

・市町村が自主運営するバス等に対する支援

59系統

・地域ニーズに対応した地域公共交通への支援

地域バス交通活性化検討会の開催

平成23年8月

市町村主催の地域公共交通活性化協議会等におけ

る助言

9パークアンド
ライドの推進

交通安全推進費 車に依存しすぎない交通体系を目指すモビリティマネ

ジメントなどの関連施策と連携し、地域公共交通の活

性化、環境にやさしいパークアンドライドを推進した。

これにより、平成24年4月からイオンモール甲府

昭和駐車場を活用したパークアンドバスライド実証試

験を開始することとなり、事業協定を締結した。

（ 335）

【交通政策課】
99

・山梨県交通政策会議の開催 平成24年2月

・実証実験に向けた普及�啓発活動 平成24年3月
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 3 交流を支える都市基盤整備の推進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
6

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

県都の玄関口である甲府駅南口周辺地域の景観整備を推進し、本県にふさわしい美し

く風格のある街並みを創出します。

また、人にやさしく都市機能が集約した都市づくりに取り組みます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 甲府駅南口周辺地域修景計画の策定 P.70 県 土 整 備 部

○ オープン県庁敷地整備計画の策定 P.70 総 務 部

○ 交差点の整備推進 P.70 県 土 整 備 部

○ 電線類地中化の推進 P.71 県 土 整 備 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 22,420百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 7,063百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 7,063百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C（ ×100）B

主要渋滞ポイントにおける渋滞交
差点改良箇所数

20箇所

（H19～H22）

40箇所

（H23～H26）

10箇所

（H23）
25.0

電線類地中化延長
13.2㎞

（H19～H22）

26.4㎞

（H23～H26）

8.1㎞

（H23）
30.7



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1甲府駅南口周
辺の景観整備
の推進

都市計画総務費 甲府駅南口周辺地域を県都の玄関口にふさわしい美

しい風格ある景観にすることを目的とした修景計画を

策定した。

これにより、様々な公共施設の整備方針が定まり、

事業推進に寄与した。

（ 250）

250

【都市計画課】

・甲府駅南口周辺地域修景計画の策定

平成24年3月

2県庁敷地の
オープン化の
推進

県民�観光客が利用しやすい開かれた県庁となるよ

う、有識者や県民の意見等を踏まえながら、安心して

憩える敷地整備を行うため、「オープン県庁敷地整備

計画」を策定した。

これにより、県庁敷地整備の基本的な考え方や整備

内容を示すことができた。

【管 財 課】

・オープン県庁敷地整備計画の策定�公表

平成24年3月

3新たな都市づ
くりの促進

街 路 事 業 費 都市計画区域マスタープランで位置づけた拠点エリ

ア内で行われる土地区画整理事業を支援し、良好な市

街地環境を確保するとともに、行政、教育、文化、商

業などの都市機能の集約を促進した。

これにより、健康で文化的な都市生活ができる宅地

を提供し、機能的な都市活動に必要な基盤となる道路

や公園などの公共施設整備に寄与した。

（ 1,659,748）

【都市計画課】
1,337,957

［ 321,791］

・甲府駅周辺土地区画整理事業の促進

仮換地指定面積 5,725㎡

・常永土地区画整理事業の促進

仮換地指定面積 2,171㎡

4交差点の整備
推進

道路橋りょう建設費 交差点における渋滞の解消や、安全性、走行性の向

上を図るため、右折�左折レーンの設置等を推進した。

これにより、交差点での円滑な通行、安全性が確保

された。

（ 1,080,379）

【道路整備課】
871,402

［ 208,977］

・交差点の改良

北杜八ヶ岳公園線の五町田交差点 外9箇所道路橋りょう整備費

（ 113,006）

75,452

［ 37,554］



（予算科目 単位

‥

千円）

交流を支える都市基盤整備の推進―71―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

5電線類地中化
の推進

道路橋りょう建設費 魅力ある景観を創出するとともに、安全で快適な道

路空間を形成するため、電線類を地中化する電線共同

溝の整備を進めた。

これにより、快適な歩行空間の確保と魅力ある景観

づくりに寄与した。

（ 2,059,562）

【道路整備課】

【道路管理課】

【都市計画課】

1,327,488

［ 732,074］

道路橋りょう整備費 ・電線類の地中化

国道358号（甲府市上今井地内）

外11路線 延長3.7㎞

都市計画道路塩部町開国橋線（甲府市塩部地内）

外6路線 延長4.4㎞

（ 144,819）

118,717

［ 26,102］

街 路 事 業 費

（ 1,354,108）

659,645

［ 694,463］

6街路の整備推
進

街 路 事 業 費 交通の安全性を確保し、人にやさしい交通環境を確

保するため、市街地の街路の整備を行った。

これにより、市街地や交通結節点へのアクセス向上

に寄与した。

（ 2,945,098）

【都市計画課】
2,124,800

［ 820,298］

・街路の整備

大月駅前通り線 延長0.05㎞
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